
お話の学習指導案

教育目標

題名

年齢

主題

キーワード

韓国文化

韓国語

	㎝ ようじ(3~5さい)

	㎝ もくひょう：まじめでやさしいこころをもったひとが、しあわせにな
るということをしる。

	㎝ しゅだい：せいじつな、かんぜんちょうあく(よいおこないをしよう
として、わるいおこないをこらしめること)

	㎝ せいじつ, かんぜんちょうあく, だいこん, ちょうかん, こうし, 	
よくばり 

	㎝ もくひょう：いのちがそだつようすとそれにかんするひょうげんをならう。
	㎝ たんご：무럭무럭(すくすく)、토실토실(ふっくら)
	㎝ ひょうげん： 	
곡식이 무럭무럭 자랐어요.	
(こくもつがすくすくとそだちました。)	
송아지가 토실토실 컸어요.	
(こうしがふっくらとそだちました。)

	㎝ こうしといれかわっただいこん

	㎝ もくひょう：ふゆのあいだにたべるためのキムチをいちどにたくさ
んつける、だいかんみんこくのキムジャンぶんかをならう。

	㎝ ようそ：キムチづくり(キムジャン)



口演 活動内容

題名 を教える

お話の始まりの歌を歌う

おへそにお手てをあてて、こんにちは！
みなさん、こんにちは。わたしはみなさんにたのしいお話をる‘○○○’、
うつくしいお話のおばあちゃんです。

きょう、おばあちゃんがするおはなしは、タイトル、さっさとでてこい！

“こうしといれかわっただいこん”です。

みなさん、だいこんでつくることができるりょうりには、どんなものがありま
すか？だいこんをうすくきった、だいこんのせんぎりもあるし、だいこんをかわ
かしたほしだいこんやだいこんをいれてにこんだ、ムックク(だいこんスープ)
もあります。からだによくて、おいしいだいこんで、たくさんのたべものをつく
ることができます。しかし、とてもおおきなだいこんで、こうしをもらったのうふ
がいたそうです。だいこんとこうしをかえた、のうふのおはなしをきいてみまし
ょうか？

“こうしといれかわっただいこん”のおはなしのなかへ、しゅっぱつ！
♬ いち にい さん し！ お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～ 

ごあいさつ



口演 活動内容

お話を聞かせる

むかし、あるむらに、まじめでこころのやさしいのうふと、ふまじめで、よく
ばりなのうふがすんでいました。こころのやさしいのうふはあめがふっても、
ひざしがぎらぎらとてっても、いちにちもやすまずにはたけにでて、はたらき
ました。

いっぽうで、よくばりなのうふはよくばりなだけで、ふまじめで、なにかに
つけてやさしいのうふにじぶんのはたけしごとをまかせました。

“ちょっと、わたしのからだのちょうしがわるいからなんだが、しごとをする
ついでに、わたしのはたけもくさとりしておいてくれないか？”

“いいよ、なぜだめなんだ？おまえたちのはたけまでくさとりしておくから、
しんぱいせずにはやくよくなれよ。”

やさしいのうふは、ふまんをいちどももらさずに、よくばりなのうふのはた
けしごとをたすけてあげました。はるさきからあきがくれるまで、いっしょう
けんめいにはたらいたやさしいのうふのはたけには、あらゆるこくもつがす
くすくそだちました。

“あなた、きょうはだいこんをぜんぶぬいてしまいましょう。だいこんでキム
チづくりもして、のこったものはいちばにだしてうってしまおう！”

“はい、そうですね。ことしはだいこんのうじがうまくいきましたね。”



口演 活動内容

お話を聞かせる

やはり、こころがやさしいつまがいいました。

だいこんばたけにいったのうふは、だいこんをすっすっとぬきました。

“おや、まぁ。なんでだいこんがこんなにおおきいんだ？”

のうふはとてもよくそだっただいこんをみて、うれしくてひょいひょいとお
どりたくなりました。のうふはいっしょうけんめいにだいこんをぬきました。
ついに、さいごにのこっただいこんをぬこうとしましたが、どうしたことか、
おおきいからなのか、どれだけちからをいれてもまえのようにはぬけません
でした。

“よーし！…　ふゅー、とにかくひとりではぬけないな。”

やさしいのうふは、よくばりなのうふをたずねにいきました。

“おい、わるいんだけど、だいこんをぬくのをちょっとてつだってくれ 
ないか？”

“わるかったら、たのまなければいいじゃないか？”

“ほほ、ほんとに。”



口演 活動内容

お話を聞かせる

よくばりなのうふのことばにあきれたやさしいのうふは、ほかのきんじょの
ひとにたすけてほしいとおねがいしました。きんじょのひとびとがみんなち
からをあわせて、さいごのだいこんをぬきました。

“じゃあ、いちどにちからをいれて、ぬいてみましょう。いち、にい、さん！よ
いしょ、よいしょ！”

ついにまったくうごかなかっただいこんが、すっとぬけました。しかし、こ
れはどういうことでしょうか？だいこんがひとよりももっと、おおきかった
のです。

“だいこんがこんなにおおきくて、いちばにだしてうれば、すごくたかくうれ
るよ。”

ひとびとはおどろいて、いいました。

“いやいや、このだいこんはわたしたちのむらをよくおさめられている、ちょ
うかんさまにもっていこうとおもう。いちねんかん、ぶじにのうじをできるよ
うに、たすけてくださったではないか？ “

やさしいのうふは、とてもおおきなだいこんをきれいなわらにつつんで、ち
ょうかんをたずねにいきました。



口演 活動内容

お話を聞かせる

“ちょうかんさま、おかげでいちねんかん、のうじをぶじにできました。そのな
かで、いちばんいいだいこんをさしあげますので、うけとってくださいませ。”

ちょうかんはやさしいのうふがもってきただいこんをみて、おどろき 
ました。

“こんなにおおきいだいこんはいちどもみたことがないなぁ。こんなにきち
ょうなものをうけとって、ただでかえすわけにはいかない。おい、さいきんも
らったものでいちばんいいものをこののうふにあげろ。”

すると、めしつかいがこうしをいっとうつれてきて、いいました。

“ちょうかんさま、いまあるもののなかでは、すこしまえにもらったこうしが
いちばんいいです。”

このようにして、やさしいのうふは、とてもおおきなだいこんをわたして、い
いこうしをいっとうもらうことになりました。

このはなしをきいたよくばりなのうふは、はらわたがにえくりかえるよう
で、がまんできませんでした。

“ふむ、あのまぬけなのうふがだいこんをあげて、こうしをもらっただと？そ
うしたら、わたしはもっといいものをもっていかなければ。そしたら、よりよ
いものをもらえるな。”



口演 活動内容

お話を聞かせる

つぎのひ、あさはやく、よくばりなのうふはいえにいっとうしかいないこう
しをつれて、しゅっぱつしました。

“フフフ、こうしをあげたら、すくなくてもきんじがねひとつはくださる 
だろう？” 

よくばりなのうふはこうふんして、ちょうかんをたずねにいきました。

“ちょうかんさま、いちねんかん、わたしたちをよくみてくださって、こうしが
こんなにふっくらとにくづきました。かんしゃのきもちですので、こころよく
うけとってくださいませ。”

ちょうかんはよくばりなのうふがこうしをあげると、きぶんよくいい 
ました。

“こうやっていいこうしをうけとって、ただでかえすわけにはいかない。お
い、さいきんもらったものでいちばんいいものをこののうふにあげろ。”

ちょうかんがめしつかいにいいました。

“ちょうかんさま、すこしまえにもらったおおきいだいこんが、いちばんよい
です。”



口演 活動内容

お話を聞かせる

めしつかいは、おおきなだいこんをもってでてきて、いいました。これをみ
たよくばりなのうふは、とてもおどろきました。

“おや、まぁ、わたしはおわったな、おわったよ。もったいない、わたしのこ
うしをどうしろというのか。” 

こうして、よくばりなのうふはこうしをあげて、おおきなだいこんをうけとっ
てくるしかありませんでした。



口演 活動内容

韓国文化, 韓国語を紹介する

みなさん、おばあちゃんがしたおはなしをよくききましたか？こころのやさし
いのうふがいちにちもやすまずにはたけしごとをして、こくもつはどうなりま
したか？

はい、すべてのこくもつは‘すくすく(ムロクムロク)’そだちましたね。‘ムロクム
ロク(すくすく)’は、とてもけんこうでちからいっぱいにそだつようすをひょうげ
んすることばです。いっぽうで、よくばりなのうふのこうしも‘ふっくら(トシルト
シル)’しました。‘トシルトシル(ふっくら)’は、ちょうどいいぐらいにふとったよう
すをいいます。このように‘ムロクムロク(すくすく)‘と ‘トシルトシル(ふっくら)’
は、せいめいがよくそだつようすをいいますね。みなさんも、‘ムロクムロク(す
くすく)‘ 、‘トシルトシル(ふっくら)’して、おおきくなってくださいね！

こころがやさしいのうふがかんしゃのこころをこめてちょうかんにおくったた
べものは、なんでしたか？

そうですね。まさにだいこんです。だいこんでさまざまなりょうりをつくること
ができますね。とくにキムチをつけるときに、だいこんとはくさいがたくさんひ
つようです。だいこんをちいさなしかくのかたちにきって、まぜたキムチをカク
トゥキといいますね。だいかんみんこくでは、ふゆのあいだたべるためのキ
ムチをいちどにたくさんつける、キムジャンぶんかがあります。キムジャンを
するときにたくさんつけるキムチが、はくさいキムチとカクトゥキです。キムチ
はせかいてきによくしられただいかんみんこくのだいひょうてきなたべもの
だです。だいかんみんこくのキムチとキムジャンぶんかにきょうみがあるおと
もだちは、‘どらんどらん　お話ホームページ’でくわしいないようをしらべて 
みてね！



口演 活動内容

お話のあとのうたをうたう

ごあいさつ

みなさん、おばあちゃんと“こうしといれかわっただいこん”のおはなしをい
ちどまとめてみましょうか？

やさしいのうふは、じぶんのはたけしごとをいっしょうけんめいにしながら、
よくばりなのうふのはたけしごとまでたすけてあげました。そして、そのあい
だにかんしゃしたちょうかんに、とてもおおきなだいこんをおくって、こうしを
もらいました。これをみた、よくばりなのうふは、もっとおおきいものをほしく
て、ちょうかんにふっくらしたこうしをあげましたが、だいこんをもらってきま
した。このように、まじめでやさしいこころをもったおうふは、ふまじめでよく
ばりなのうふよりよいけっかをえることができました。

そしたら、お話のおわりのうたをいっしょにうたいながら、おばあちゃんとあ
いさつします 。 お話のおわりのうた、はじまり！
♬ いち にい さん し！お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？ 
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～

おへそにお手てをあてて、ごあいさつ！
みなさん、つぎのうつくしいお話のおばあちゃんであいましょう。
さようなら！

お話を整理する 


